
伸びすぎた枝と葉で作ったお茶を屋上で乾燥

番茶であるが初めての製茶に感慨

左が伊藤君、右が高橋

後方の山はヒンズークシュ山脈

(05 年 2月撮影）

写真提供とキャプション執筆は高橋さん 

茶を高温から守る遮光ソルゴーの畦つくり 

難しい作業は、まず説明して実演し、実行させて褒める、を繰り返しで覚えて貰う 

一番右が高橋、2人目のしゃがんでいるのが伊藤君 

(05 年 3月撮影) 

伊藤和也さんの写真展にあわせて、高橋修さんの講演会を行ないます。 

高橋さんは、京都市山科に在住、2002年3月からたびたび現地を訪れ、現地に駐在している若い仲間と共に、 

「緑の大地計画」の一環である「農業計画」を担ってきました。伊藤さんにも数々の農の知恵を伝えてきました。 

また日本にいるときも、2週間毎に現地の報告を受けて、メールでアドバイスを続けてきました。 

農の営みは今、伊藤さんを含む日本人ワーカーや、現地の人々の努力によって、見事に復活しつつあります。 

今回は高橋さんに、現地での活動の様子や、和也さんとの触れ合いなどを話していただき、伊藤さんの遺志に 

思いを馳せていきたいと思います。 

一人でも多くのみなさんのご参加をお待ちしています。 



 



 


